


























































































































































第5段階 自己実現欲求 自己の成長や発展の機会を望み、自己¥力の発揮を希望する欲求段階 第5段階 強欲期
災害に対する損害を受け入れる代わ
閧ﾉ、今後の生活に向けたできるだけ
ｽくの補償を引き出そうとする時期
マズローとカーターは共に人間の行動に対するモチベーションを解釈したものであるので、
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ある程度の対応はとれると思われる。表2にはマズローの欲求段階とカーターの災害時に
おける行動の関係を矢印で示す。多少乱暴な対応を示しているが、被災後3日間での被災
者のニーズは、生理、安全（家族の安否を含む）、所属（避難所の所属を含む）がマズロー
の欲求段階でも説明ができると思われる。
　さて、災害情報の発信も、基本的にはマズローの欲求段階やカーターの行動段階を念頭
にいれ、災害初期には身の回りの安全確保と被災地域の実態の正しい情報提供が重要であ
ると考えられる。阪神・淡路大震災では外国人に対しての災害情報として多言語放送の実
施がボランティアの協力をえておこわれた。KissFM　KOBEでは、五ヶ国語の生活情報を
朝夕に約10分間放送し、関西の外国人支援団体の有志による運営された外国人地震情報
センター★6では放送ではないが13ヶ国語の電話相談窓口を開設している。阪神・淡路大
震災の教訓を得て、東京都や神奈川県では、多文化共生、多言語共生をキャッチフレーズ
に、行政や外国人支援団体が通訳のボランティアを募り、災害時の避難揚所への通訳派遣
や外国人通訳について制度を整えている注5。東京都では「いざ！というときのためのサバ
イバル・マニュアル」粗という地震災害時の行動について説明したマニュアルを販売して
いる。新潟市では、新潟市民の各世帯に配布されている「暮らしのガイド（日本語版）」と
同様に、英語と中国語の「暮らしのガイド」の外国語版ガイドを作成し、災害時の対応や
避難方法・避難所の位置などについて説明している。新潟県では新潟県地域防災計iuff’2で、
障害者、高齢者、傷病者、外国人等の災害弱者の安全確保計画と災害後の応急対策を示し
ているが、基本的には（財）新潟県国際交流協会などや各種ボランティア団体の協力により
放送局を通じて被災後の対応をすることになると思われる。
　新潟県において災害情報の方向性を考える場合、通訳ボランティアの人的資源制約と被
災外国人の人数の観点から具体的な対応を考えると、その鍵となるのは、外国語ではなく
日本語であると思われる。やさしい日本語による災害情報の発信はすでにNHKで実施さ
れているが、国立国語研究所のグループがまとめた災害時に使う外国人のための日本語案
文＊12が詳しく検討している。この報告書では、災害が起きたときのラジオ・有線放送など
の日本語音声、テレビのテロップ、街頭の掲示板の書き方など、阪神・淡路大震災の教訓
を反映して作成されている。災害時の情報を「直後情報」と「二次災害防止情報」、「生活・
復旧・安否情報」の3つにわけ、地震直後から3日間以内に外国人へ伝えるべき情報をま
とめている。地震直後の情報は時間的にも重要な資源であるため、限られた時間の中で、
多くの人に共通に情報発信するためには、外国人で分かるような単語と速度で放送した方
が、日本人によっても適切な情報が提供できるという意味で有益な研究であるといえる。
報告書に示された日本語案文の概要を表3、掲示物の作り方を表4に示す。
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表3　「災害時に使う外国人のための日本語案文」の概要
案文の読み方
①読み方は全体的にゆっくりめ（一般のNHKニュースの約1／2程度の速度）とする。
②ポーズは、語や文の理解に重要ですので、短いポーズを多くとるようにする。特に文と文の間では
長め（約2秒）にポーズをとる。
③短いポーズを以下のところで置く。（1）副詞や接続詞のあと、（2）～が、～は、～も、～で、～かの
助詞のあと、（3）言い換えの語の前、（4）語を並列にするとき、（5）文が長くなるときや強調すべきとこ
ろ、あるいは意味の切れ目、（6）電話番号、（7）長い固有名詞の意味の切り目、（8）特別な用語の前後。
④長めのポーズは文の終わりの後や一文が特に長くなるとき、あるいはまた電話番号のまとまりを区
切るところに置く。
⑤同じニュースは一文ごとに2回繰り返すようにする。特に電話番号は何回も繰り返す。
⑥繰り返すときに、例えば「水は□止まっています薩水は□出ません」など、ことばを言い換えた方
がよいこともある。　（口は短いポーズ、■は長いポーズの意味をしめす）
⑦場合によっては「～について□お知らせします」のようなリード文をまずっけて、話題に関する予
備情報をあたえるようにする。
⑧数字には複数通りの読み方がありますので、正確な情報を伝えるために、聞き間違えが起きない方
の読み方をする。
案文作成の基準
①文の構造や文末表現を簡単にする。
②多少難度の高い言葉でも、繰り返し使われ、知っておくことが重要と思われる言葉は、そのまま使
い、その後に言い換えたり、あるいは説明の表現を続けて用いる言い方をする。
③カタカナ外来語は日本人以外には通じないので、非常に一般的なカタカナ外来語以外は使用を避け
ること。
④動詞の語幹部分を名詞化したものも分かりにくいので、できるだけ動詞文にする。
⑤否定の表現や程度を表す副詞は最小限とする。二重否定の表現も避ける。
※　紙面の都合から報告書から抜粋し、まとめました。詳しくは論文を取り寄せて確認してください。
表4　外国人にも分かる掲示物の作り方
①見出しだけは、外国人のための情報であることを明確にするために、できるだけ複数の言語で書く
ようにする。（目を引く工夫が必要）
②漢字にはフリガナをつける。漢字を使うメリット（知っている人には分かりやすい、建物の看板の
表記と一致している）もあるが、使用量は多くしないこと。
③文字は大きく書く。フリガナも大きく書く。
④内容に関連する絵や地図をできるだけつける。
⑤一つの文はできるだけ短くする。これは案文と同様である。
⑥掲示物の信頼性を高めるため、掲示物を作成した機関や団体の名前を必ず書く。
⑦どの時点での情報であるかを知らせるため、掲示物の作成日時とできれば掲示年月日・時間も書く
ようにする。
※紙面の都合から報告書から抜粋し、まとめました。詳しくは論文を取り寄せて確認してください。
※これらにかんしては、弘前大学人文学部＊8のWebページにも詳しい内容があります。
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5　まとめ
　以上に示した既往の研究事例から、改めて建築・都市計画の観点から考えてみると、防
災活動の要は、地域防災計画の徹底と防災計画を周知・徹底する目的としての防災訓練に
つきると思われる。新潟県の現状をみる資料として京都大学防災研究所の資料de7を報告す
る。京都大学防災研究所では文部省科学研究費重点領域研究（1）災害時の避難・予警報シス
テムの向上に関する研究（研究代表者：東京大学教授・廣井脩）の一貫として行ったアン
ケートにより全国市町村における防災活動の状況を明らかとしている。平成4年に行った
調査であるが、新潟県の防災活動の総合的評価は全国47都道府県中43番目であり、災害
情報の提供方法、自主防災組織の育成、防災訓練の3つの評価項目いずれも、新潟県内の
市町村の対策が全国水準から遅れていることを報告している。このことから考えると災害
時の配慮しにくい災害弱者の対策も全国水準から送れていることは容易に想像され、改め
て地域防災計画について見直し、地域住民の意識を高める防災訓練などの活動に前向きに
取り組む必要があると考えられる。本研究では先行研究の事例報告に終始した。しかし先
行研究で特に被災後3日間の防災計画について有益な情報を提供できたと考えている。新
潟地震から40周年をむかえる国際都市新潟において、災害弱者の具体的対策を考慮にい
れた地域体制づくりを行うための基礎資料として本研究が役立つことを期待している。
［注】
1）　筆者が文献調査した結果では、新潟地震、阪神・淡路大震災で外国人を対象としたデマはあまり報
　　告されていない。デマについては新潟地震では新潟大学の調査＊5によると、「津波がくる」、「○○
　　が全焼した」、「もっと大きな地震が来る」などの地震に関するデマが流れ、翌朝の新潟日報ではデ
　　マに対して注意を払うよう注意勧告されている。阪神・淡路大震災では外国人地震情報センター＊6
　　によると外国人に対する日本人の対応は比較的柔軟で、パニックも組織的な排斥運動ももたらされ
　　なかったが、「外国人の集団が強盗をしている」などのうわさや、避難所での「本国に帰れ」など
　　の差別的落書きはあったと報告されている。
2）新潟大学教育心理学研究室の調査報告は、デマだけに絞った研究ではなく、地震発生から時刻を追
　　って、地震に対する危険に関する意識、避難の動機、避難行動、救援に関する意識などを総合的に
　　研究したものであり、極めて価値の高い研究である。
3）防災計画についての最新の本は、京都大学防災研究所がまとめた「防災学講座4　防災計画論」＊7
　　がこの点についてやさしく解説していて、阪神・淡路大震災の例をあげながら解説している。
4）筆者の知り合いのフィリピン人たちは、ロコミや友人知人のネットワークが日本人よりも組織的で、
　　このコミュニケーションが彼らの生活で密接であると思われる。ある種の行事の日程が変更になっ
　　た場合に、目本人では組織立てた連絡網がなければ連絡の徹底が難しいが、フィリピン人などのコ
　　ミュニティではなりゆきてきに情報伝達されるため、特に意識しなくてもロコミで話が伝わること
　　を筆者は経験している。
5）参考文献10のように神奈川県相模原市では災害時の通訳ボランティアを募集している。
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